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Abstract{
Recently, the population is decreasing in Japan. So local areas have been targeting tourism
as one path to revitalization. However, to encourage tourism, the provision and maintenance
of up-to-date information is always a problem. Therefore, we developed a system that could
automatically collate information from dierent Social Networking Services (SNSs) using their
ocial APIs and combine the results in one page. Since this system collects information based
on hash tags, and does so swiftly and stealthily, we call the system \Hash Ninja".
We developed both the prototype code for the system and a full set of accompanying pro-
motional materials, including logo, web site, stickers and coasters. We tested our system in
real-world situations twice. First, we used the system to collate the day-by-day SNS posts of
audience members at a 6-day music festival with an attendance of over 30,000, with the results
of our system appearing on the event's top page. Second, we deployed the system in a local
bar for a period of over one month. We present our results, and analyze the future possibilities,
which we think are promising. Despite heavy SNS usage in Japan, hashtags familiarity is low,
but we believe a system such as ours has the power to change this situation.
Keywords: Hashtags, declining population, SNSs, local revitalization, e-tourism
概 要:
近年、日本の人口は減り続けている。そのため、地方の町では街の活性化のために観光に力を入
れている。しかしながら、観光の振興には法律の問題や情報を新しいものに更新するメンテナンス
の問題が必ず起きている。そのため、異なる SNS上から公式の APIを使用して情報を集めて 1つ
のページにするまでを自動的に行うシステムを作成した。このシステムはハッシュタグを使用して
ひそかに、かつとても速く動作することから、このシステムをハッシュ忍者と名付けた。
私たちは試作したシステムを改善していっただけでなく、宣伝用の資料としてロゴやウェブサ
イト、シール、コースターの全ての改善を行った。私たちはこのシステムを使って実際に街中で 2
度の実験を行った。1度目は、はこだて国際民俗芸術祭の 6日間、来場者の SNSへの投稿を集め、
日ごとに分けてページを作成した。芸術祭では、3万人以上の人が訪れ、投稿数も増えていった。
また、私たちのシステムを使用した結果がトップページにも見えるようにした。2度目は、街中の
バー向けにシステムを改善し、1か月以上の実験を行った。その上で、考えたアイディアの中で、
実現可能な展望について示した。日本では SNSをよく使う人が多いにもかかわらず、ハッシュタ
グはあまり使われていない。しかし、私たちのシステムのようなものであれば、この状況を変える
のに大きな効果を発揮すると確信している。
キーワード: ハッシュタグ、人口減少、SNS、地域活性化、e-tourism
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第1章 序論/Introduction
1.1 背景/Background
高齢化が進み若い人たちが少なくなってきている中で、街の活性化を促し、若い人たち
を増やすための取り組みとしてイベントや観光に力を入れている所は数多くある [1][2]。函
館市もその中の１つである。
人を呼び込むためには PRをする必要があるが、その際の大きな問題点として予算とコ
ンテンツ作りがあげられる。また、飲食店を紹介している食べログなどでは、レビュー自
体が少ない所が多く、古いものも多いため参考になりにくい面がある。これは、レビュー
を書くためにサイトにログインしなければならないため、書こうとする人も少ないと考え
られる。しかしながら、スマートフォン普及率は年々増加し、利用者は全体の 64%を超え
た [3]。SNS利用者も年々増えいて、2015年末には約 1億人いると推測されているネット
ユーザー全体の約 65％になると予測されている [4]。そのため、旅行中や飲食店にいると
きなどに SNSへ投稿する人も多く、その中には観光の情報として有効なものも数多くあ
る。さらに、函館には有名な飲食店、観光地が多いが、それらの場所でもハッシュタグを
使っている所はあまりなく、街全体としてハッシュタグ自体があまり使われていない。詳
細な内容は本稿 2.3節に示す。
1.2 目的/Goal
この現状を改善するためには、様々な方法が考えられるが、コンテンツ作りを１から行
うことは難しく、多くの時間を要とするため短い期間で行うことは難しい。そこで、街の
活性化を促すための１つの方法として、図 1.1のようなシステムを考えた。
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図 1.1: システムのイメージ図
SNSへの投稿をハッシュタグを用いて絞り込んで集め、1つのウェブサイトに公開・更
新までを自動的に行うシステムである。このシステムを街中のイベントや飲食店で使用し
てもらい、ウェブサイトを作ることで、観光客やその地域に住んでいる人が知らなかった
場所も発見できるような機会を作ることができる。これを街の多くの場所で行うことで地
域全体の活性化やハッシュタグを利用するように促し、街の多くの場所でハッシュタグが
使われるようにすることを長期的な目的としている。また、商品などのレビューの代わり
にもなるという効果が期待される。
本研究で作成したシステムの名前は、ハッシュ忍者である。英語名はHash Ninjaであ
り、この目標を達成するための最初の段階として、システムを実装した。イベントと街中
の店の両方で実験を行い、このシステムの有用性を示した。また、本研究を次の段階へと
進めるためにデザインや、宣伝方法などの基礎を作った。
1.3 ハッシュタグとは/About Hashtags
ハッシュタグとはTwitter、Facebook、Instagramなどの SNSで利用されていて、投稿
する時に自分で追加できるタグのことである。しかし、投稿に関係したハッシュタグを本
文の最後に付けるという使い方以外の使い方もされている。その中の 1つがオスカーのノ
ミネートが発表されたときに起こった（図 1.2）[5]。
この時はオスカーにノミネートされた人が全て白人だったことで、抗議の意思を示す目
的でハッシュタグ#OscarsSoWhiteが作られた。文を書いたり写真を投稿する必要はなく、
ハッシュタグ 1つで意思を発信するという使い方がされた。
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図 1.2: オスカーの新しいルール
Twitterでは、その年によく使われたハッシュタグをジャンル別に分けてランキング形
式で表示している（図 1.3）。ジャンルはTV、Newsなど 8種類あり、それぞれ 10個ずつ
掲載されている。
このページを見ることで、その年に話題になったことを確認できたり、新しい発見がで
きる。ハッシュタグは世界中て使われているため英語以外のハッシュタグもランキングに
入ることがある。世界的に見ると、ハッシュタグを使う人は非常に多いため、その年の世
界の様子を垣間見ることもできる。
図 1.3: ハッシュタグのランキングページのスクリーンショット
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第2章 関連する取組み/Related Work
2.1 災害時におけるTwitterの利用/Twitter Use During Emer-
gency Situations
災害時にTwtterがどのように利用されたかや、課題点についての研究がある [6]。この
研究は 2012年に発表され、日本全国の中でつくば市、新宮市、那智勝浦町、十津川村の
4つの市町村での活用状況を明らかにしている。Twitterの利用者数が増え、災害時にも
Twitterを利用する人が多いことから、災害時に Twitterを活用して被害状況を共有する
ための取り組みについて調べられている。その結果、十津川村以外の町ではTwitterに公
式アカウントを設けていて、災害情報の発信を行っているが住民との情報共有があまりう
まくいっていないということが明らかになった。原因 1つがTwitterの文字数制限で、詳
細な情報を発信しづらいことである。もう 1つは適切なハッシュタグの設定の問題である。
つくば市の例では、#tukubaが使用されていたが、このタグを使用したことで災害に関
係のない情報も混在していたため、信憑性に欠ける点が出てしまったためである。
別の取り組みとして、防災訓練の際、災害時にハッシュタグの利用するように呼び掛け
を行っている街がある [7]。この取り組みは埼玉県和光市で行われ防災訓練時に、災害が起
こった時は#和光市災害を使用するように呼びかけを行った。
後に災害が起こったが、この時に呼びかけたハッシュタグが利用され、行政と住民との
間での情報共有が円滑にでき、行政側も住民が発信した信憑性の高い情報を得ることがで
きた。これらの結果から、呼びかけを行うことでハッシュタグを利用する人が増えること
が明らかになり、情報を共有しやすくなることが示された。
そこで本研究では、システムの作成だけでなく、利用者に分かりやすいハッシュタグを決
めてそのタグの利用の呼びかけを行い、効果を検証する。イベントや街中の店などで普段
から呼びかけていくことでハッシュタグの利用者が増え、街全体にハッシュタグを定着さ
せられると考えられる。ハッシュタグの利用で情報発信や情報共有を活性化させられ、街
の活性化に貢献できると考えられる。
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2.2 観光情報の公開API化と課題/Providing Tourist Informa-
tion as Open API and its Problems
行政が公開した観光情報（オープンデータ）をAPI化し、取得しやすくすることで新た
な観光サイトを作りやすくするという取り組みがされている [8]。この研究では行政から
オープンデータを取得しAPI化して、一般向けにXMLとして提供するものである。しか
し、限定された情報のみが提供されていたり、多くの情報を提供していても 1つ 1つの情
報が少なかったりと、町や県によって差がある。加えて、自治体が提供している情報はす
でに公式ページで公開されている物であることが判明した。また、宣伝方法は口コミによ
る方法のみであった。
自治体から情報を取得しているため、周辺自治体の情報は別に取得しなければならない
という問題や、更新頻度が少ないという問題があった。
また、この研究では実際にウェブサイトを作るなどといったことはAPIの利用者にゆだね
られているため、情報が広がるまでに時間がかかることが考えられる。写真の投稿サイト
作られ、自治体が提供する情報以外の情報があればユーザーが追加できる仕組みにしてい
た。このため、新たな発見にもつながると結論付けている。
そこで本研究では、自治体から情報を取得するのではなく、SNSを使用して一般の人の
投稿を集めて公開するまでを自動的に行うことで、更新頻度を高くして新しい情報を得や
すくなるようにする。ハッシュタグの利用を促し、ユーザーどうしで情報共有がしやすく
なることで、活性化につなげられると考える。また、公開された投稿を 1つのウェブサイ
トに集めて公開することで多くの人が情報を取得しやすくできると考える。こうしたサイ
トを増やしていくことで、街の活性化に貢献できると考えられる。
2.3 飲食店を紹介する有名サイト/Well-known Review Sites
次のようなレビューサイトではレビューの数が少なく、古いものが多い状況である (図
2.1、図 2.2、図 2.3、図 2.4)。
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図 2.1: ホットペッパーの歓迎会ジャンルのスクリーンショット
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図 2.2: ホットペッパー 詳細ページのスクリーンショット
図 2.3: ホットペッパー コメントのスクリーンショット
図 2.4: 食べログのスクリーンショット
これらのサイトは日本語のみのページしかないため、外国人観光客には役立ちにくいと
いう面がある。また、2016年 1月現在の飲食店紹介サイトごとのレビュー数は表 2.1のよ
うになっている。
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表 2.1: レビューサイトごとの平均レビュー数
サイト名 函館市内の登録数 平均レビュー数 レビュー数 2以下の割合
食べログ 2490件 約 10件 約 60%
ホットペッパー 78件 約 6件 約 46%
トリップアドバイザー 838件 約 5件 約 55%
表の中でトリップアドバイザーに関しては日本語以外のページもあるため外国人観光客
にも役立っていると考えられる。しかし、どのサイトもレビュー数は大きな差があり、レ
ビュー数が少ないものが多いことが現状である。これは、レビューをするためには必ずロ
グインをしなければならない点が影響していると考えられる。
2.4 SNS利用状況/SNS Availability
現在では LINEや Twitter、Facebookや Skypeなど様々な SNSがある。
それぞれの利用割合は図 2.5の通りであり、国内では LIINEが一番使われている結果
だった [4]。しかし、主が投稿することではないのに加え LINEのAPIはビジネス向けの
みで、一般向けには公開されていなかったため使用しなかった。また、Facebookの API
も使用することを考えていたが利用規約が変更され、2015年 4月 30日以降APIを使った
検索は完全にできない状態だったため使用しなかった [9]。
そのため、本研究では主として投稿する時に使われているTwitterと Instagramを使用す
ることにした。
図 2.5: 主な SNSの利用率
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第3章 ハッシュ忍者システム/The Hash
Ninja System
3.1 システムの特徴/System Description
ハッシュ忍者システムは、Twitterと Instagramからハッシュタグを使って限定した投
稿を取得し、それらを 1つのウェブサイトにまとめて公開・ウェブサイトの更新を自動的
に行うシステムのことである。ハッシュタグを使って情報を集めている点や、とても早く、
ひっそりと動作する点からハッシュ忍者と名付けた。
このシステムは Perlを使用して作成し、ウェブサイトとして表示するために HTML、
CSS、スクロール読み込みに必要な Innite Scrollプラグインを使用した。システムは最
大 600行で作成し、ウェブページを適切に表示するために必要な CSSは 106行で作成し
た。Innite Scrollは既にあるものを利用して実装した [10]。実装する段階で、システムの
形がいくつか考えられたので、それについて説明する。
１つ目のシステムは図 3.1のようにサーバー上で常にプログラムを実行させ続ける方法
である。この方法のメリットは処理を全てサーバー上で行うため、運用が比較的容易にで
きる。
デメリットは、常駐プログラムの実行が許可されているサーバーが非常に少ない点や、サー
バーメンテナンスの間に新しい投稿を取得しにくい点やシステムの変更が難しくなるとい
う点があげられる。
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図 3.1: システム１
２つ目のシステムは図 3.2のように任意のパソコン上でプログラムを動かし、HTML
ファイルをサーバーへアップロードする方法である。この方法のメリットはシステムの変
更をしやすいことがあげられる。デメリットはサーバーとは別にパソコンを用意する必要
があり、このシステムを動かしたい間はパソコンの電源を切れないことがあげられる。
図 3.2: システム 2
3つ目のシステムは図 3.3のようなもので、図 3.2の方法と同じだが、WordPressを使
用する物である。
この方法のメリットはシステム 2のことにに加え、WordPressを使用することで、様々な
プラグインを使用できるようになることや、ページのレイアウトを変更しやすいというこ
とがあげられる。
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図 3.3: システム 3
4つ目のシステムは図 3.4のようなもので、システム 1に加えてWordPressを使用する
ものである。この方法のメリットはシステム 3と同じく多様なプラグインを簡単に使用す
ることができることだが、デメリットはシステムの変更、更新が最も難しくなるというこ
とである。
図 3.4: システム 4
これら 4つのシステムのうち、システム 1とシステム２を実装し、実験ではシステム 2
を使用した。システム 3、システム 4は、Wordpress上でのレイアウトに合わせて出力を
変える必要があるため、完全には実装できていない。
また、本研究で作成したサイトは図 3.5、図 3.6であり、サイトの 1番上にバーを作り、
そこにページのタイトルなどを記載した。Instagramの利用規約で、1ページあたり 30個
の投稿までしか表示が認められていなかった。そのため、このウェブサイトでは、通常で
はTwitter, Instagramともに 15個ずつ表示するようにし、個数が合わなくても最大 30個
ずつに分ける仕組みにした。
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図 3.5: ウェブサイトのトップページのスクリーンショット
図 3.6: ウェブサイトのスクリーンショット
12
BA Thesis at Future University Hakodate, 2016 Takashi Matsuura
Hashtags in Support of Local Development
3.2 使用するAPIについて/About APIs
Twitterの APIは REST API、Streaming APIなどがあり、REST APIは検索、投稿
など様々なことができる。
このうち、Rest APIは検索する機能のみを使用しているが、このAPIでの検索は１リク
エストあたり 100件までしか取得できなく、最新の 2週間までしか対象にならないためそ
れ以前の投稿の検索はできない。Streaming APIは、リアルタイムで投稿されたものしか
取得できないため、過去の投稿の検索はできないが、このAPIはRest APIのようにキー
ワードでフィルターをかけられるので、絞り込んでの取得ができる。InstagramのAPIに
ついては、Twitterのようにリアルタイムに取得できるAPIはないが、特定のキーワード
やハッシュタグで検索できるAPIがある。今回は不特定多数の投稿が必要なため、どちら
のAPIの場合も、使用するのはPublic Streamで、公開設定になっている投稿のみを検索
した。
3.3 使用言語と使用環境/Programming Language and Envi-
ronment
言語は Perl、HTML、CSSを使用してシステムを構築している。開発環境はWindows
7(32ビット)、Active Perl 5.18.4、エディタは TeraPad 1.0.9、XAMPP3.2.2である。ソ
フトウェアのインストール方法は付録A 環境の準備に示す。
Twitter APIのバージョンは 1.1、Instagram APIのバージョンは 1を使用した。また、
複数の APIを使う関係上、使用するモジュールも多くなり、Active Perlの中で限られた
バージョンしか使用できなくなった。バージョン 5.16以前のものと、バージョン 5.20は
APIを使う際のモジュールの動作が不十分、または使用不可だったため使用を取りやめた。
2015年 11月現在でのActive Perlの最新バージョンは 5.22であるが、これは全く新しい
ものになっていて 5.20以前のものと互換性がないと記されていたため、使用しなかった
[11]。
3.4 実装方法/Implementation
このシステムを使用する前に、アップロード先のサーバー上にCSSファイルと Innite
Scrollプラグイン用の jsファイルをアップロードする必要がある。これらは、ウェブサイ
トのレイアウトやスクロール読み込みに必要な物である。
3.5 デザイン/Design
ハッシュ忍者システムの PRをするものを作るために、地元企業である幸作室代表のデ
ザイナーの協力を得た。
作成したものは、
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・ユニークなキャラクター
・お店に置く用のポップ
・イベントや店で使えるようなシール
・イベントや店で使えるコースター
である。
キャラクターはサンプルとして 4つのものを 5人に見せて、人気が高かったものを使用
した。
4つのサンプルは図 3.7、図 3.8、図 3.9、図 3.10である。
図 3.7: キャラクターサンプル 1 図 3.8: キャラクターサンプル 2
図 3.9: キャラクターサンプル 3 図 3.10: キャラクターサンプル 4
その後、これらの改善を進めた。最初のバージョンは図 3.11の物で、完成した時にはが
きサイズになるものだった。
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図 3.11: ポップの PDFデータ - バージョン 1
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完成形は図 3.12だが、この大きさではいくつかの問題が分かった。1つ目は作るときに
ポップを自立させるようにすることが難しいことである。2つ目は小さいサイズで作成し
たため、全体的に文字が小さく、見づらい点である。3つ目はアンケートの URLをきさ
いしていなかったことである。
図 3.12: ポップの完成図 - バージョン 1
これらの問題を改善していき、図 3.13のように縦長のポップで、三角柱の形のものにし
た。これに、キャラクターをのり付けすることで完成する。
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図 3.13: ポップの PDFデータ - バージョン 2
完成形は図 3.14のようになり、ポップが自立するようになった。文字も大きくし、読み
やすくなった。キャラクターは少し飛び出るようにし、左側の上に配置したことで、イン
パクトがある見た目にできただけでなく、キャッチコピーも見やすくなった。
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図 3.14: ポップの完成図 - バージョン 2
ハッシュ忍者の宣伝用シールは図 3.15のようになった。初めは、QRコードも記載して
いたため、シールの大きさが大きくなりすぎてしまっていた。
大きすぎると使いづらいためQRコードを省き、最終的には6cm× 14cmの大きさになった。
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図 3.15: ハッシュ忍者宣伝用シール - バージョン 1.4
完成形は図 3.16、図 3.17であり、それぞれ片面ずつ印刷される。
このコースターは、今回の実験では使用できなかったが、今後、実験をする際に使用する
予定である。
図 3.16: ハッシュ忍者コースター (表) - バージョン 1.10
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図 3.17: ハッシュ忍者コースター (裏) - バージョン 1.10
キャラクターの新しい候補も用意した (図 3.18)。このキャラクターのバージョン 3も今
後の実験の際に使用する。
図 3.18: キャラクターバージョン 3の PDFデータ
このキャラクターのバージョンのシールは図 3.19、コースターは図 3.20、図 3.21である。
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図 3.19: シールバージョン 2の PDFデータ
図 3.20: コースターバージョン 2表の PDFデータ
図 3.21: コースターバージョン 2裏の PDFデータ
また、ウェブサイトを増やした場合に備えて、このバーをスクロールをしても見える状
態にし、何のページなのか分かるようにした。スクロールし、下まで行くと図 3.6の中央よ
り下に表示されているように、読み込み中のバーが表示され、次のページが下に続いてい
く仕組みになっている。一番下のバーは下までスクロールした時に表示されるようにした。
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第4章 実験と評価/Experiments and
Evaluation
はこだて国際民俗芸術祭（略称：WMDF, URL：http://wmdf.org/）と五稜郭にある
Bar Kutchで実験を行った。
4.1 １回目の実験/First Experiment
2015年 8月 5日～8月 10日の 6日間函館市の元町公園で開催された第 8回はこだて国際
民俗芸術祭で実験を行った。ウェブサイトは日ごとに分けて作り、芸術祭の様子が分かる
ようにし、来場者への呼びかけも行って効果を検証した。実験をするにあたってこのイベ
ントを選んだ理由は、飲食店と短期間のイベントでの効果の違いも調査するためである。
もう 1つの理由は、イベントの主催者が協力的であったことである。
実験方法は 1日数回集計し、日ごとに分けてページを作成・公開し、投稿件数の変化の
様子を調べた。この時に使用した Twitterの APIは REST APIで、1リクエストあたり
100件までしか取得できない物であったため、データの取得を１日あたり数回行った。掲
載するウェブサイトのページのレイアウトを１から作るための時間は確保できなかったた
め、デフォルトで設定されているレイアウトを使用した。
来場者の方には画像付とハッシュタグ「#wmdf、または#もぐフェス」付きでの投稿
をお願いした。wmdfは、はこだて国際民俗芸術祭の英語表記「World Music and Dance
Festival」の略称であり、もぐフェスの方は芸術祭と同時に開かれている「もぐもぐフェス
ティバル」の略称である。また、検索するハッシュタグは既に使われている物を選んで使
用したが、この 2つのほかにも#芸術祭、#国際民族芸術祭などが既に使われていた。し
かし、使用されるハッシュタグの統一化を促す狙いもあり、一番多く使われていた#wmdf
か#もぐフェスを使用して投稿してもらう形にした。
4.1.1 実験方法/Experimental Method
コマンドプロンプトを開き、作ったプログラムファイルのある階層に移動し、「perl ファ
イル名.拡張子」と入力し、実行する。その際に生成されたファイルの中身を全てコピー
する。はこだて国際民俗芸術祭の公式サイトはWord Press上に作られているため、ブラ
ウザ上でログインをする。その後、はこだて国際民俗芸術祭の公式サイトに新しいページ
にペーストして公開するという方法で行った。加えて、新たに作成したウェブサイトは相
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互に遷移可能な状態にし、公式サイトのトップページにもリンクを作成した。最後に、投
稿されている数を集計する、という順で行った。このハッシュタグのリンクは次に芸術祭
が行われる時まで維持され、約 1年間表示され続ける。
公式サイトのトップページにそれぞれのページのリンクを作成した。(図 4.1)
図 4.1: 芸術祭公式サイトのトップページのスクリーンショット
図 4.2のように、集めた投稿を日ごとに 1つのページにまとめた。
図 4.2: 投稿をまとめたページのスクリーンショット
4.1.2 実験結果/Results
来場者と投稿数は図 4.3のように変化した。来場者は日によって増減し、最終日は前日
に比べて大きく減ったが、投稿数は増え続けた。平日は 16時からの開催であったが休日
は 14時からの開催だったため、休日の来場者が大きく増加したと考えられる。また、芸
術祭の４日目以降に来場者の方々に投稿してもらうように呼びかけを行った。その結果、
投稿件数が呼びかけを行う前よりも大きく増加した。また、合計来場者数も過去最高を記
録したことから、一定の効果が得られたと考えられる。
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図 4.3: 来場者数と投稿件数の推移
この実験で作成したページは多くの人からアクセスされた (図 4.4)。図 4.4は、イベン
ト 3日目にアクセスした人が、どの場所を押しているかが示されている。この日だけで 1
万 3千を超えるアクセスがされている。呼びかけを行ったのは 4日目以降だったため、こ
のアクセス数よりもさらに増えていったと考えられる。また、図 4.4の点線部分に各日の
ページへのリンクボタンがあり、点の色は使われた検索エンジンごとに色分けされ、表示
している。
図 4.4: 公式サイトのアクセス状況
3日目の投稿をまとめたページのアクセス状況を図 4.5で示す。ページのスクリーンショッ
トを一部省略しているが、各ページへのリンクボタン (赤い点線の部分)が良く押されてい
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る結果となった。これについても、4日目以降はさらにアクセスが増えていったと考えら
れる。
図 4.5: 投稿をまとめたページのアクセス状況
4.2 2回目の実験/Second Experiment
2回目の実験は 2015年 12月 30日から、函館市にあるBar Kutchで行った。Bar Kutch
は建物の 2階にあり、カウンター席が 8席、6人用のボックス席が 2席ある。このお店で
はカクテルとリキュールを提供している。
Bar Kutchの公式サイトは図 4.6である。このシステムは限られた短い期間でのみ使用し
たため、相互リンクはさせずに実験を行った。
図 4.6: Bar Kutchの公式サイトのスクリーンショット
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4.2.1 実験方法/Experimental Method
実験方法は、ウェブサイト公開を公開するためにレンタルサーバーについて調べたが、
レンタルサーバー上で常にプログラムを実行し続けることは禁止されていた。そこで別に
32ビットのWindows 7 搭載のパソコンを使用し、パソコン上でプログラムを常に実行し
て自動的にウェブサイトを更新するという方法で行った。お店にはこのシステムの利用を
促すためのポップを置かせてもらい、来客した人への呼びかけもお願いした。
使用を呼びかけたハッシュタグは#kutchであり、これは店名であるBar Kutchに由来
している。しかしながら、#kutchはすでに SNS上で使用されているタグであった。この
タグは、海外で使用されている物であり、日本国内で同じタグを使っている所は無いこと
が分かった。そこで、ハッシュタグのほかに絞り込むために別の単語を使ってもらうこと
にした。本プロジェクトは、将来的には函館市以外の町でも実験をすることを考えている
ため、街の名前も一緒に入れてもらうことにした。今回は「函館」または「hakodate」を
入れてもらうよう呼びかけた。
4.2.2 システムの動作/System Behavior
Twitterはリアルタイムで投稿を取得し、Instagramは１分おきにデータを取得する、過
去に取得した物と比較して新しい物のみを保存する。その後、新しい物がウェブサイトの
上の方に来るように並び替え、TwitterのデータとともにHTMLファイルを作成する。最
後に、HTMLファイルをローカル上からサーバーへアップロードをし、ウェブサイトを更
新する。
4.2.3 実験結果/Results
2回目の実験では、予想していたほどの利用者はいなかった。この原因は、実験の開始
日が忘年会が良く行われる時期を過ぎていたため来客数が少なかったことや、来客した人
の中でTwitterや Instagramを利用している人が少なかったことがあげられる。また、期
間を決めた実験だったため、Bar Kutch公式サイトに今回作成したウェブサイトのリンク
を載せなかった。このため、実際に来店した人以外には、サイトのアドレスが伝わりにく
かったことが考えられる。
しかし、面白いや、活性化に貢献できると思うなどといった意見や、若い人やインター
ネットを使う人が行く店であればとても良いと思うといった意見を得られたため、このシ
ステムの有用性はあると考えられる。また、Bar Kutch周辺のバーも軒並み売り上げが下
がっていたことから、ハッシュ忍者のようなシステムは必要であり、活性化するのに大き
な効果があると考えられる。他には、ロゴがかわいい、キャラクターが出っ張っている所
が目立ってていい、タグの登録のみでも利用できたら良いといった意見を得た。
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第5章 結論と今後の展開/Conclusions and
Future Work
5.1 まとめ/Conclusions
1回目の実験である芸術祭での実験では、SNSへの投稿数が日ごとに増えていっただけ
ではなく、芸術祭の入場者数も過去最高を記録したことから、SNSの投稿を利用して観光
情報を発信することで活性化を促せる１つの手段になりうるということが示された。同時
に、投稿されている物をまとめたものを芸術祭の公式サイトに表示することで、公式サイ
トも見てもらうためのきっかけ作りにもなったため、活性化を促すことができると考えら
れる。
　 1回目の実験、2回目の実験ともにハッシュタグの利用を呼び掛けることで、利用者
が増える結果となった。呼びかけを続けていくことで、ハッシュタグを使う人を増やせ、
街全体に定着させることができると考えられる。
5.2 今後の方針/Future Work
今後の方針を以下に列挙する。
・ハッシュタグを地図上で見られるようにする。
図 5.1のように地図上にマーカーが表示され、ハッシュタグが使われているか確認するこ
とができる。ハッシュタグをクリックすると、2回目の実験で使用したようなウェブサイ
トにアクセスすることができる。
図 5.1: 新しいトップページのイメージ図
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・ハッシュタグ自体を増やし、実験するお店を増やしていき、ウェブサイトを増やして
いくことで活性化を促せるかの検証をさらに行っていく。
・このシステムをイベントでも使用し、効果を検証する。
・今回使用できなかった Facebook APIの検索を使用するための方法を考える。
Yahoo! Japanのサイトでは Facebookの投稿の検索も可能なため、検索の機能を使うた
めの方法があると考えられる。
・ログインシステムの作成
イベントの主催者やお店の人たちがログインし、ハッシュタグの登録をするだけで、ポッ
プ、シール、コースター、QRコードの印刷用のデータをすぐにダウンロードすることが
できるしくみを作成する。
・一般ユーザー向け以外のAPIがないかについて調べ、プログラムを改善する。
どのAPIも一定時間当たりのアクセス回数の上限が決められているため、ウェブサイトを
作りたい人がある程度多くなると、現状のままでは対応しきれなくなることが考えられる
ので、その対策をする。
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付 録A 環境の準備/Software Installation
・Active Perlのインストール手順
今回はActive Perl バージョン 5.18.4を使用した。使用するPerl モジュールによって必要
なActive Perlのバージョンも異なるため、ActiveStateのサイトを参考にしてインストー
ルするバージョンを決めた。
(モジュールの確認ができるサイト: https://code.activestate.com/ppm/)
インストーラーを実行すると、初めにユーザーアカウント認証の画面が出てくるので、「は
い」を選択する。
最初の画面では特に何もないのでそのままNextを押す (図A.1)。
図 A.1: セットアップ画面 1
次に、ライセンス条項が表示されるので内容を読んだのち、承認（赤枠の方）を選択し、
Nextを押 (図A.2)す。
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図 A.2: セットアップ画面 2
ここではインストールする項目は変更しない (図A.3)。
デフォルトのままでインストールしたほうがいいが、インストール先を変更するのであれ
ば分かりやすい所にインストールする (図A.3)。
図 A.3: セットアップ画面 3
次の画面では 図A.4のように選択すると良い。
一番上の所にチェックを入れておくことで、パスの設定が自動的に行われる。パスの設定
は必要なのでこの部分には必ずチェックを入れる (図A.4)。
２つ目は PerlファイルをActive Perlへ関連付けをするかを選択できる。関連付けは後か
らでも行えるのでここではチェックを外したままでも特に問題はない (図A.4)。
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図 A.4: セットアップ画面 4
ここはインストール開始前の確認画面なので、そのまま Installを押す (図A.5)。
図 A.5: セットアップ画面 5
インストールには時間がかかるので、終了するまで電源を切らずに待つ (図A.6)。
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図 A.6: セットアップ画面 6
インストールしたバージョンのリリースノートを見る時にはチェックを入れて Finishを
押して終了である (図A.7)。
図 A.7: セットアップ画面 7
・PerlモジュールのインストールActive Perlがインストール済みであれば、cpanコマ
ンドを使用できる状態になっている。
コマンドプロンプトを開き、「cpan モジュール名」と入力し、エンターキーを押すことで
モジュールのインストールが可能である。
本研究で使用したモジュールを以下に列挙する。
・LWP::UserAgent
・LWP::Protocol::https
・URI
・HTTP::Date
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・JSON
・AnyEvent
・AnyEvent::Twitter::Stream
・Encode
・Net::Twitter バージョン 4.01010
・XAMPPのインストール
作成したウェブサイトをローカルサーバーで確認する際にはApacheをインストールする
必要があるが、XAMPPをインストールすることでApacheだけでなく、データベースや
FTPなどに必要な環境も構築される。
WordPressを使用する場合はデータベースの構築も必要になるのでXAMPPをインストー
ルすることで短時間で環境を構築することができる。
パソコンにセキュリティソフトがインストールされている場合、初めに「セキュリティ
ソフトに制限されることがあるため確認してください」という趣旨のメッセージが表示さ
れる（図A.8）。
必要に応じて確認をしたのち、Yesを押す。
図 A.8: XAMPPのセットアップ 1
このメッセージは、C:\Program Files上にインストールをするとXAMPPが正常に動
作しないという内容である（図A.9）。インストール先はデフォルトのままにするので、そ
のままYesを押す。
図 A.9: XAMPPのセットアップ 2
XAMPPのセットアップを始める画面である（図A.10）。
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そのままNextを押す。
図 A.10: XAMPPのセットアップ 3
インストールする項目を選択する画面である（図A.11）。
今回はApacheを既にインストールしていたためうすい灰色になっているが、インストー
ルされていない場合は黒字で表示される。
今回はWordPressや、FTP通信を使うことを予定していたため、MySQL(WordPressを
使用する際にデータベースが必要になるため)、FileZilla FTP Server(ファイルをサーバー
にアップロードするためのテストをするため)、をインストールした。
また、メールサーバーは必要がなかったのでインストールしなかった。
未定の場合はすべてインストールしても良い。
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図 A.11: XAMPPのセットアップ 4
インストール先は特に変更しなくていいが、もし、インストール先を変更するのであれ
ば、必ず C:\Program Files以外の場所にする（図A.12）。
図 A.12: XAMPPのセットアップ 5
この画面ではチェックは外す（図A.13）。
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図 A.13: XAMPPのセットアップ 6
Nextを押し、インストールを開始する（図A.14）。
図 A.14: XAMPPのセットアップ 7
インストールが終了するまで操作はしない（図A.15）。
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図 A.15: XAMPPのセットアップ 8
Finishを押し手終了する（図A.16）。すぐにXAMPPを起動する場合はチェックを入れ
ておく。
図 A.16: XAMPPのセットアップ 9
XAMPPの画面は図A.17である。
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図 A.17: XAMPPのコントロールパネル
Apacheを最初に起動した時に図A.18が表示された場合、チェックを入れてアクセスを
許可する。
図 A.18: セキュリティの警告
正常に起動できた場合は図A.19になる。
図 A.19: XAMPPのコントロールパネル
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・WordPressのインストール
WordPressをローカル上にインストールをし、ローカル環境でテストをするための準備手
順を示す。
サーバー上に構築する際はデータベースの方にもパスワードを設定する必要がある。
WordPressのサイトにアクセスし、ダウンロードする（図A.20）。
図 A.20: WordPressのサイト
ApacheとMySQLを起動し、MySQLのAdminをクリックして管理画面を開き、デー
タベースを選択する（図A.21）
図 A.21: データベース作成 - 手順 1
データベースの名前を入力し、作成をクリックする（図A.22）。
図 A.22: データベース作成 - 手順 2
41
BA Thesis at Future University Hakodate, 2016 Takashi Matsuura
Hashtags in Support of Local Development
データベースが作成されたら図A.23の画面が出る。
図 A.23: データベース作成 - 手順 3
次に、ダウンロードしたWordPressのファイルを解凍し、XAMPPのフォルダの中の
htdocsの中にコピーする（図A.24）。
図 A.24: WordPress環境構築 - 手順 1
ブラウザを開き、http://localhost/wordpress/にアクセスするとWordPressの設定
ページが表示される（図A.25）。「さあ、始めましょう！」のボタンをクリックする。
図 A.25: WordPress環境構築 - 手順 2
インストール実行をクリックし、セットアップを始める（図A.26）。
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図 A.26: WordPress環境構築 - 手順 3
パスワードなど、必要な項目を入力する（図A.27）。
図 A.27: WordPress環境構築 - 手順 4
セットアップが完了すると図A.28が表示される。これで、WordPressのセットアップ
は完了である。
図 A.28: WordPress環境構築 - 手順 5
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付 録B ポップとシールの作り方/How to
make Promotional Signs and
Stickers
ポップ、シールともにキャラクターバージョン 2の物で解説する。
・ポップの作り方
初めに、赤い矢印で示した部分にタグ名とURLをそれぞれ記入する（図B.1）。比較的暗
い場所でも見やすくするために色の濃いペンで記入する。また、小文字の L（l）と、数字
の 1を区別するために、数字の１の方には頭を付ける。その後、赤い実線の所を切り、青
い点線の所に軽く切れ込みを入れる（図 B.1）。
図 B.1: ポップの作り方 - 手順 1
次に長い辺と左側の白い線の部分を切る（図 B.2）。
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図 B.2: ポップの作り方 - 手順 2
左上の部分をのり付けし、輪の形の物を作る（図 B.3）。
図 B.3: ポップの作り方 - 手順 3
キャラクターを切り取るが、黒い線の上を切るのではなく、少し余白を残して切る (図
B.4)。
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図 B.4: ポップの作り方 - 手順 4
キャラクターの中心より少し下側にのりを付け、手順 3で作った輪の形の部分に付ける。
最後に切込みに沿って折り、のりしろの部分をくっ付けて完成である（図 B.5）。
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図 B.5: ポップの作り方 - 完成図 (正面)
キャラクターはポップ本体より少し浮いた状態になる（図 B.6）。
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図 B.6: ポップの作り方 - 完成図（横）
・シールの作り方
本来であればAmazonで販売されている以下のURLの商品を使う予定だったが、家電量
販店にはなかった。
Amazonでの商品ページ: http://j55.pw/EAFV この商品は半透明のもので、背景が透け
て見えるようになっている。
背景が透けない方が良い場合は http://j55.pw/WpJ6を使用する。
そのため、図 B.7の物を使ってシールを作った。
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図 B.7: 使った商品
これは防水のためのシールも入っていて、2枚で 1セット分の物である（図B.8）。この
商品には 3セット分が入っている。
図 B.8の左側の用紙に印刷をし、インクが十分に乾いてから右の用紙を重ねて貼る。
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図 B.8: シール用の用紙
すると図B.9の物が出来上がる。これを切るときには、余白を残さなければインクがに
じんでしまう可能性があるため、矢印を基準にして切るのではなく、余白を残すようにし
て矢印と黒色の部分の間を切り、完成である。
図 B.9: シールの印刷後
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シールをMacBookに貼った場合は図 B.10のようになる。MacBookでは特に問題はな
いが、貼るものによっては背景が見えない方が見栄えが良くなることもあるため、貼るも
のの色を考慮する必要がある。
図 B.10: シールの使用例
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付 録C アンケートの質問内容/Survey
Questions
DIPSurvey-Freeを使用してオンラインアンケートを作成した。http://www.d-ip.jp/dipsurvey/
DIPSurvey-Freeは閲覧できる回答数の上限や質問の数の上限がないため使用した。本研
究の内容や目的についての説明も入れた。
質問と選択肢は内容は以下の通りである。
・質問：あなたはこのサイトをどのくらい試しましたか　選択肢：サイトを見ただけ、サ
イトを見て投稿もした、投稿をして、サイトでの自分の投稿を確認した
・質問：この研究概念は良いと思いますか　選択肢：とても良い、良い、悪い、とても悪い
・質問：この方法は良いと思いますか　選択肢：とても良い、良い、悪い、とても悪い
・質問：地域や観光の活性化に役立つと思いますか　選択肢：とてもそう思う、そう思う、
そう思わない、全くそう思わない
・質問：函館で役立つと思いますか　選択肢：とてもそう思う、そう思う、そう思わない、
全くそう思わない
・質問：函館以外の町でも役立つと思いますか　選択肢：とてもそう思う、そう思う、そ
う思わない、全くそう思わない
・質問：このサイトは良いと思いますか　選択肢：とても良い、良い、悪い、とても悪い
・質問：サイトのデザインについてどう思いますか　選択肢：とても良い、良い、悪い、
とても悪い
・質問：サイトの名前について名前はどう思いますか　選択肢：とても良い、良い、悪い、
とても悪い
・質問：サイトの改善点を教えて下さい・質問：その他、意見や感想などがありましたら
ご記入お願いします
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